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Ⅲ．特になし
農業機械や特別の農具を使用せずに作業を行っていて、起こった事故を「特になし」と

分類している。以下は、そのような事故として分類した事例である。もちろん、簡単な道

具等を持っていた事例も含んでいる。

１．歩行中の事故

（１）肥料散布時の事故

１．歩行 （１）肥料散布時の事故 ① １０２

ハウスの中で、5kgの肥料を撒こうとして秤につまずいて転倒

（平成25年3月 午後4時頃、男性・84歳）

事故の概況

ハウスで花を60年間栽培している。最近はトルコキキョウを200坪のハウスの中で栽培。

現在のハウスは、数年前に800万円かけて作った。トルコキキョウの床をつくり、窒素肥

料を10kg袋から半分を計り、5㎏風袋の袋で撒こうとした。秤の置いてある方向へ向かっ

て、秤を飛び越えて行こうとしたが、左足が十分に上がらず、秤の上蓋と本体のすき間に

左足のつま先がひっかかり、抜けない状態のまま、前につんのめった。うまく秤が外れな

かったので、左足を捻るようにして転倒した。肥料を持っており、その上に倒れるような

格好になったので、ほかの場所は怪我をしなかった。

夜になり痛くなってきたが我慢し、翌朝、受診。整形外科でレントゲン写真を撮ったら、

「足がよじれている」といわれた。1日湿布薬を貼って冷やし、翌日膝下までのギブスで

固定された。「入院」といわれたが、忙しいのでというと、「歩いてみて」と言われ松葉

杖にて歩行、「十分注意をするように」と言われ自宅で療養することになった。現在は農

作業にも日常の生活にも支障はない。左足下肢打撲 通院のみ2週間

事故原因と対策

まさかあんな場所で、し

かも秤に躓いて怪我をする

とは思わなかった。こんな

に長く休んだのは人生の中

で初めてであった。歳を取

ったなあとそのときつくづ

く感じた。前年の12月に一

緒に農作業をしていた奥さ

んが亡くなり、農作業も張

合いがなく寂しい。

 

 

ハウス内で、肥料を5kg計り取り手に持ち、秤を跨
いで行こうとして秤に躓き横転。左脚下肢打撲。
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１．歩行 （１）肥料散布時の事故 ② １０３

急傾斜の柑橘園地にて春肥を肥料散布桶にて散布中、足を滑らせ、右脇腹強打、

打撲。 （平成25年3月 9時頃、男性・61歳）

事故の概況

急傾斜面のミカン園地で春肥を肥料散布桶にて散布中、足を滑らせ、体の右下にして転

倒。その際、右下部肋骨強打、打撲。作業終了後、受診。（ご本人、作業中にて治療経過

の詳細確認できず）

事故原因と対策

とにかく急傾斜地で、現場付近の斜度は37°、39°、43°、47°であり、作業する以前

に立っていることも困難な場所であった。

この辺りの園地は、地取りのまま開墾されており、おじいさんの代から次第に園地を広

げて来たところ、とのこと。計画的に開発されていないので、元々の地形そのものが、園

地の地形の形状となっており、急傾斜地。ただ、このような園地の柑橘類は大変美味しい

とのこと。園地には、うっすらと等高線に沿った小道らしきものがある部分もあるが、作

業道をもう少し、しっかりと作ることで、作業性も、安全姓も高まるように考えられた。

ただ、そのような構造改善的な事業には、行政等の支援も考えられていいのではないかと

考えられた。

施肥中転倒、肋骨強打・打撲。転倒した場所には、うっすらと小道らし
きものがあるが、到底、体を十分に安定に保つためには、道幅もほと
んどない。今後、小段的、小道等を作り改修するのには、様々な支援
が必要。斜度34～45°。おじいさんの代から地取りで園地を開墾。
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（２）ハウス周りの事故

１．歩行 （２）ハウス周りの事故 ① １０４

ビニールハウスの様子を見に行って、前日の雪に隠れていたビニールホースに乗り、

滑って転倒・転落、第１腰椎圧迫骨折。 （平成25年4月 7時頃、女性・66歳）

事故の概況

前日の夜10cm位の積雪があった。徒歩5分位のビニールハウスが心配になり、朝食後出

かけた。いつも履く長靴に雪が入っていた、アクリル系の園芸用の350gと軽いブーツを履

いて、出かけた。このガーデニングブーツは靴底の溝が浅く、生ゴムでないために特に滑

りやすかった。二つ目のハウスへの移動中、下方に傾斜しており、気をつけていたが、雪

の中にビニールホースがぐるぐる巻に埋まっており、その上に乗り両足が前に上がり、宙

に1m位浮き、そのまま前に滑り、下のハウスの地面に腰から落下。滑った道から下のハウ

スの地面まで70cmあったので、約2mの上から落ちたことになる。

すぐにご主人の軽トラックで15分ほどの病院の整形外科を受診。第1腰椎圧迫骨折との

診断。足も痛く診療をお願いしたが、脚の専門医ではないとのことで、診察されず。そこ

で、再度近くの医院を受診、腰の骨折と診断され入院加療を勧められたが、10日間自宅で

休養。処方されたコルセットを4カ月間つけていた。

事故原因と対策

埋まっていたビニールホースは、薄っすら盛り上がっているようにもみえたが、風が吹

いて、平らに均されていたために、気づきにくかった。また、滑りやすい靴を安易に履い

て行ってしまったのがすべての原因と、悔やんでいるようだった。スパイク付きの長靴な

どもある。また滑り止めのスパイクも販売されている。活用したい。降雨量の少ない地域

なので、長靴などを外に出しておくことも多い。いつも履く長靴を雨や雪で濡れないよう

にきちんと家屋内

にしまっておく必

要があった。

携帯電話は持っ

て行くが、ほとん

ど車の中に起きっ

ぱなしのことが多

い。今回は携帯す

ることの大切さを

痛感したという。

滑りやすい靴を履いて、雪(10cm)に隠れているホースに乗
り、滑り、宙を舞うように２ｍ下に転落。第１腰椎圧迫骨折。
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１．歩行 （２）ハウス周りの事故 ② １０５

甘藷の芽だし用ハウスで、被覆用ビニールをかけているとき、トンネルハウスの

支柱に足を取られ転倒、腰椎圧迫骨折。 （平成24年3月 午後4時頃、女性・61歳）

事故の概況

甘藷生産農家において、種芋の芽出し用に２月初旬に高さ2.4m、幅5.4m、長さ50mのビ

ニールハウスに３畝のトンネルハウスを作った。３月になると暖かくなり、トンネルが乾

くのでビニールをはぐって、朝10時頃から午後１時頃までスプリンクラーを使って水やり

をした。午後４時頃、通路に剥ぐって落としておいたビニールを掛けを始めた。最初の１

列にビニールをかけ、次に真ん中の列を掛け始め、約20mくらい来たとき、トンネルハウ

スの支柱に足を取られ、転倒。しばらく動けなかった。その時は気が張っていたのか、何

とか家まで軽トラで帰ったが、夜痛くてほとんど眠れなかった。次の朝に受診、第４腰椎

の圧迫骨折であった。コルセットをはめ、痛み止めをもらった。その後、６月上旬まで十

分な農作業は出来なかった。現在も、ちょっと長く歩いたりすると、腰に痛みを覚える。

事故原因と対策

３月のハウス内温度は45°くらいあり、一列目のビニールシートをトンネルハウスに掛

けるだけで、汗びっしょりとなった。また、スプリンクラーで水を５時間ばかり掛けてお

り、畝の横に下ろしていたビニールシートもぐっしょりと重くなっており、１列目のシー

トを掛けるだけでクタクタだった。２列目のビニールシートにも水がかかっており滑りや

すい状態であった。

本当は、最初にハウスの横のビニールを開けて換気をすれば良かったのだが、約20分で

終わる仕事な

ので、「ちょっ

との間」がま

んすればいい

と思い敢えて

開けなかった。

そのため、少

々フラフラぎ

みであり、転

倒した要因と

考えられた。。
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（３）その他の事故

１．歩行 （３）その他作業中 －リンゴ園で支柱に躓き、転倒－ １０６

リンゴ園でフライヤー（リフト車）に乗り摘果作業中、フライヤーから降りたと

き、リンゴを支える支柱に躓き転倒、左肩・肘関節捻挫。

（平成23年8月 10時頃、女性・70歳）

事故の概況

自宅リンゴ園でフライヤー（リフト車）に乗って朝から摘果をしていた。８月も後半に

なるとリンゴも次第に大きくなり、枝が垂れ下がってくる。そこで、枝の下に支柱を幾本

も差し込んで枝が折れないようにしている。この支柱は、収穫が終わると枝が軽くなるの

で外れるので、その時々で支柱を差し込んだり外したりしなければならない作業である。

その日の摘果作業は9時頃から開始し、フライヤーを移動させながら、時々乗り降りし

ながら作業をしていた。10時頃、フライヤーを降りて足を踏み出そうとしたとき、リンゴ

の枝を支えていた支柱に躓き転倒。左側面を下に横転した。

とにかく痛かったが、我慢しておればそのうち治ると思った。１週間しても痛みは引か

ず、病院を受診。骨折はしていなかったが、左の肩と肘関節の捻挫で、湿布薬を処方され

た。入院はしなかったが、通院期間は80日にもおよんだ。現在も、夜になると痛み、左手

がうまく挙がらない。左肩・左肘関節捻挫。

事故原因と対策

現場のリンゴ園には多数の支柱が所狭しと、リンゴの枝を支えていた。その枝その枝の

特性があるので、一定の法則性はなく、ランダムに支柱が差し込まれている。また、園地

の草が伸びてくる

と、地面と支柱の境

目が曖昧となり、躓

きやすくなる可能性

があった。

他の業種では、「目

印に危険物に布きれ

などをたれ下げてお

けばいい」とあるが、

実際の園地には支柱

だらけで、余りに多

くつけると単なる風

景となり、危険告知

ではなくなる。別の

工夫が必要である。

フライヤーを降りたとき、支柱に躓き転倒。その時左肩を強く打つ。
１週間後も痛みが引かず、診察。骨折はなかったが、その後80日
間通院。受傷後２年以上経過するが、現在も痛みが続いている。
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１．歩行 （３）その他作業中 －畦歩行中、転倒－ １０７

水田の土手（畦）を鋼管竹を持って歩行中、滑って転倒。

（平成24年10月 午後3時頃、女性・77歳）

事故の概況

雀よけとして、20aの水田の土手（畦）に2.4mの鋼管竹を差し込み、光るテープを２段

に掛けてあった。委託しているコンバインによる収穫作業日が近づいたので光るテープを

外し、鋼管竹を抜き終わり、鋼管竹を軽トラックに運んでいた。運搬作業の終了間近の頃、

左腕に鋼管竹を抱えて水口近くの土手（畦）を歩行中、バランスを崩して（石につまずい

たかもしれない）転倒した。その際、右手首を取り入れ用水路のコンクリート枠にぶつけ

て受傷した。

手首が痛かったが軽トラックを運転して帰宅。翌日、近医受診、右前前腕部下端の橈骨

骨折。ギブスを装着して２カ月、その後週一回のリハビリに通院を２カ月。

事故原因と対策

現場の土手（畦）は本来の幅89cmが、風化で崩れ70cm幅になっていた。また、水田側に

9°傾斜しており、傾斜面を歩行しており、バランスが崩れたと考えられる。また、受傷

者は左腕に鋼管竹を抱えており、左側には稲穂があり、鋼管竹が稲穂に引っかからないよ

うに気をつけて運搬していたことも事故につながったように思われる。

また、コンバインをお願いをしてある予定日が近づいたので、早めに片付けておきたい

という焦りと、休

憩無しで体が疲れ、

終了間際での事故

につながったと考

えられる。また、

受傷者本人は、70

歳ごろから足が上

がらなくなってき

ていたせいで、転

びやすくなってい

た。

水田には稲穂がたれており、左手に鋼管竹を持って、9°の傾斜の
ある土手（畦）で滑って、転倒し、右手をＵ字溝に強打。橈骨骨折



- 188 -

１．歩行 （３）その他作業中 －雨中、転倒－ １０８

雨中、農作業終了後急いで車に乗ろうとして転倒、右足首骨折。

（平成24年6月 9時50分、女性・65歳）

事故の概況

知人のブドウ畑で花摘み作業を行っていた。雨中作業で大変だったので、8時ころから

開始した作業を10時前くらいで早々に切り上げた。雨で身体が濡れたのと家での他の仕事

もあるため、知人宅に寄って作業終了を告げ、急いで自分の車まで走った。庭には傾斜が

あり、下り坂になっていて粘土質で雨に濡れていたため右足を横に滑らせて転倒。その際

「ボキッ」と足首で音がした。足が動かず知人宅の玄関まで這っていって夫に電話した。

15分ほどで夫が到着し消防署に連絡し、5分ほどで救急隊が到着。全身ずぶ濡れ状態であ

ったが救急隊ベッドに固定され20分ほどで総合病院に搬送された。

直ちにレントゲン撮影、足首の骨折で全治３カ月と診断された。右足をギブスで固定し

て入院となった。３日目に右足首の金属固定手術、術後、松葉杖にてリハビリを受けた。

１週間で退院となり、週２回２カ月間通院した。約３カ月で完治。

現在右足が少し冷える感じがするが歩行は普通で日常生活に支障はない。

事故原因と対策

雨中を急いで帰ろうと気が急いており、雨で滑りやすいことを忘れていた。また、その

時片手に荷物を持っていた。服装は、雨カッパを着ていて動きにくかった。靴はスニーカ

ーで滑りにくいものだったが泥が詰まっていた。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブドウ畑 
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１．歩行 （３）その他作業中 －用水を越えられず－ １０９

田んぼから用水に上がろうとして、足が十分に上がらず用水に足を落とし、その際

用水のコンクリート壁に左膝を強打、膝蓋骨骨折。

（平成23年7月 9時頃、男性・44歳）

事故の概況

当日、事故現場近くの区

画整理のため、それぞれの

圃場の所有者に境界の確認

の検査立ち会いのため、圃

場に出ていた。検査が予定

より遅れ、検査の進捗状況

を土手に上がり確認。さら

に遅いので、再度確認して

土手を上がろうとした時、

足が十分に上がらず、右足

が用水の中におち着地した

が、反対の左足の膝蓋骨を

コンクリート壁に強打。

日曜日であったので、自分で車を運転して、隣りの市の救急センターまで行った。

翌、月曜日には仕事の関係で休めず、夜に以前治療を受けた隣りの市の整形外科を受診。

入院、ギブスで固定、約10日後に手術、１ヵ月後に退院。ボルトを２本入れて固定した。

約１年後にボルトを抜く手術をした。現在も、寒くなると痛む。左膝蓋骨骨折

事故原因と対策

現場の用水路は深く、

また幅も大きく、人が

渡るのには、橋などが

必要な場所。それを用

水に一旦降り、さらに

昇るという動作を伴っ

ている。

このような場所は全

国至るところにあり、

土地改良などの設計の

際に当初から橋などの

設置が基準化される必

要があると考えられた。

①

②
③

①から右足を②にかけようとして、右足が用水に落ち（③）、着地。
その時、左脚が用水壁面のコンクリート壁に強打、左膝蓋骨骨折

②
①

③

①の右側から②に左足を掛けようと、滑り③、左・膝蓋骨を割った。
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１．歩行 （３）その他作業中 －田の水回り中－ １１０

田の水管理のため、用水を跨いで、畦に降りようとして、足を滑らせ用水に足を落

し、その際用水のコンクリート壁に右膝を強打し、膝の靱帯損傷、骨折した。

（平成23年5月 午後3時頃、男性・78歳）

事故の概況

営農組合の水田の水当番を４人で行っている。ご本人の担当している圃場は５～６ha。

当日。軽トラで順次水口の水止めをしていた。当該の場所は、道路から用水幅40cm、道路

と畦の落差40cm。右足を伸ばして道路から用水を跨いで畦に降りようとしたが、用水のコ

ンクリートにかけた右足が滑って40cmの深さの用水に足を落とし、その勢いで体を捻った

状態で左の足が畦を超えて、田んぼに入った。その際、右足の膝を用水のコンクリート壁

に強打した。

乗ってきた軽トラで約10分で家に帰り、妹さんに連絡して病院に搬送してもらった。

MRIで、膝の靭帯損傷し、また下腿の脛骨の上部の骨折、特別の治療は無く、装具で固

定し、最初は松葉杖をついていた。通院治療は約３ヶ月。現在も歩行がおかしい。右膝内

側側副靱帯損傷、右脛骨高原骨折、右膝関節血腫。

事故原因と対策

現場は普通に用水を跨いで、畦側に降りる事ができると判断できる場所であった。ただ、

道路の上から畦に降りるとき、

上下の距離感、また降りる深

さの距離感が失いやすい位置

関係にある。また、畦側も風

化で崩落し用水のコンクリー

ト壁面の上部と畦の天井部の

水平が失われ、圃場側に畦が

傾斜しており、十分な着地面

積はなかった。

他の事例でも述べたが、こ

の風化した畦の改修とともに、

必要な場所に橋を構造改善事

業の最初から設計として入れ

るべきとも考えられた。

右脚を用水に落とし、その際体を大きく捻って、
左足を圃場に踏み出した。その時右脚膝を用
水壁に強打、内側側副靭帯損傷、脛骨骨折


